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秋 田 市 医 師 会 ニュース
発行 一般社団法人 秋田市医師会

第39回 医療を考えるつどいを開催

「第39回医療を考えるつどい」が、２月18日(土)午後１時30分から、

秋田ビューホテルで開催されました。今回は「秋田の子どもを考える」を

テーマとし、第１部基調講演では、秋田市子ども未来部次長の加藤育広氏

から「秋田市の子育て支援について」、第２部基調講演では、京都大学大

学院人間・環境学研究科准教授の柴田悠先生から「総合的女性支援が地方

を救う」と題して、講演が行われました。パネルディスカッションでは、

始めに陽だまりサロン代表の若松亜樹氏から「私の子育て支援～陽だまり

サロンを通して～」と題し、ミニ講演が行われた後、演者３名をパネリ

ストとして討論が行われました。参加者との意見交換も活発に行われ有意義なつどいとなり

ました。詳細は、会報およびホームページに掲載予定です。

社保コーナー レセプトの病名について

副会長 三浦 進一

レセプトに記載されている病名の数が極めて多い特定の医療機関が

あります。以前の病名の転帰処理を忘れ新しい病名を書き足すため、

似たような病名が重複記載されることになります。また疑い病名一つ

でその診断のための同じ検査を繰り返している医療機関もあります。

診断の難しい疾患でも、一通りの検査結果がでたら確診が得られなく

とも転帰を判断するべきです。診断的治療が行われることはよくありますが、疑い病名のま

までの治療開始は認められません。レセプトの病名はただ羅列するのではなく、カルテの記

載と同様に他人が見てもわかりやすく、診療報酬の請求内容との整合性がとれた最小限のも

のであるべきです。

【秋田県医師会からのお願い】

診療所の現状および在宅医療の取組状況についての
アンケート調査へのご協力のお願い

秋田県医師会では、将来にわたる秋田県の地域医療提供体制のあり方を検討するため、本

年１月１日付けで地域医療総合調査室を設置いたしました。この調

査室では、今後の地域医療への影響が懸念されている一次医療の現

状や課題を把握し、今後の地域医療の充実に向けた基礎資料を得る

などを目的に標記アンケート調査を実施することにいたしました。

つきましては、２月16日付けで秋田県医師会から標記アンケート

調査が医療機関長宛に送付されておりますので、ご協力くださいますようお願いいたします。
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【 ご 案 内 】 平成28年度「第１回日本医師会在宅医リーダー研修会」

に基づく在宅医療研修会のご案内

日 時 平成２９年３月１２日（日） 午後１時～５時１０分

会 場 秋田県医師会館

主 催 秋田県医師会

標記研修会は、地域包括診療加算および地域包括診療料の施設基準にある

研修時間の一部(４時間分)として認められております。修了証は、日本医師

会から発行されることとなっております。

研修内容および参加申込については、秋田医報 №1512 (29.２.15号の46ページ)に掲載さ

れておりますので、ご確認をお願いいたします。

【 ご 案 内 】

福井大学医学部地域医療推進講座 寺澤秀一教授退官記念

ＥＲＧＰ特別講演会 ～救急は「命の砦」総合診療は「地域医療再生のsolution」～

日 時 平成２９年３月２５日（土） 午後４時００分～

主 催 秋田県総合診療家庭医研修センター

場 所 秋田キャッスルホテル

対 象 すべての医師・医療スタッフ 参加無料

特別講演 「望みあらば道あり」

福井大学医学部地域医療推進講座

教授 寺 澤 秀 一 先生

本邦におけるＥＲ救急の先駆者、伝道師であり、研修医教育のレジェンド、寺澤秀一先生の

講演です。先生には平成16年以来、指導医ワークショップ、レジデントキャンプ、そしてＥ

ＲＧＰカンファランス等で通算60回以上来秋いただき、ご指導いただきました。これまでの

熱いご指導に感謝をこめ、ＥＲ救急、そして医学教育に対する先生の思いをじっくり拝聴す

る企画です。奮ってご参加ください。

お問い合わせ先 秋田厚生医療センター 総務管理課

ＴＥＬ ０１８－８８０－３０００

E-mail:akikumi@akikumihsp.com

【 ご 案 内 】 医師募集のご案内

介護老人保健施設かみの里では、この春からの常勤医師(施設長)を募集しているとのこと

ですのでご案内いたします。詳細は同施設の佐藤事務長(電話 018-889-6294)までお問合せ

ください。
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【 情報提供 】 ストレスチェックの実施状況
平成２８年度(平成２９年１月末現在)

改正労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度が平成27年12月１日に施行され、１年

が経過いたしました。この制度は、事業場の従業員が50人以上の事業者に義務づけられてお

り(従業員50人未満は当面の間は努力義務)、定期的に労働者のストレ

スの状況について検査を行い、本人にその結果を通知し、自らのスト

レスの状況について気付きを促し、個人のメンタルヘルス不調のリス

クを低減させるとともに、検査結果を集団的に分析し、職場環境の改

善につなげる取組となっております。

秋田労働基準監督署から、平成28年度(本年１月末現在)に50人以上の事業場におけるストレス

チェックの実施結果報告の提出状況など、情報提供がありましたので、お知らせいたします。

秋田労働基準監督署管内(秋田市・男鹿市・潟上市・南秋田郡)の状況

１ 実施結果報告の提出状況 (１月末現在の提出率：４３.５％)

実 施 結 果 報 告 事 業 場 数 労 働 者 数

①実施結果報告を提出した事業場 ２２０社 ３０,０２６人

②ストレスチェックを受検した者 ２１９社 ２１,４１１人

(受検者割合 ②／①％) (９９.５％) (７１.３％)

③医師による面接を受けた者 ５２社 ９２人

(面接者割合 ③／②％) (２３.７％) (０.４％)

２ ストレスチェックの実施者

事業場選任の 事業場所属の 外部委託先の実施者別 合 計
産 業 医 医師・保健師・看護師等 医師・保健師・看護師等

事業場数 １０２社 ３８社 ８０社 ２２０社

３ 面接を行った医師

産 業 医 事業場所属の医師 外部委託先の医師 合 計

労働者数 ８７人 ４人 １人 ９２人

４ 事業場毎の面接者数

面接者数 ０人 １人 ２人 ３人 ５人 ６人以上 合 計

事業場数 １６８社 ３５社 ９社 ４社 １社 ３社 ２２０社

【 ご 案 内 】 平成29年度 日本医師会「医療安全推進者養成講座」

受講者募集のご案内

平成27年10月より医療事故調査制度が開始されるなど、医療を取り巻く環境は

めまぐるしく変化しております。医療機関においては、合理的かつ適切な安全管理

を実施するために、実践的な知識と技術を身につけた人材を育成・確保することが

重要となってきております。本講座は、医療事故や紛争の背後にある本質的な問題にアプロー

チできる人材を育成・養成することによって、組織的な安全管理体制の推進確立を図ることを

目的としております。

標記講座の詳細、受講申込等は、下記のＵＲＬをご参照願います。

日本医師会医療安全推進者養成講座ホームページ

http://www.med.or.jp/anzen/kz/17entry/index.html
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【 報 告 】 第５回(2016年) 日本医師会喫煙意識調査

日本医師会では、禁煙推進活動の一環として、本調査を2000年から４年ごとに

実施しており、今回で５度目となります。2015年12月時点の日医会員から、男性

6,000名、女性1,500名の計7,500名を無作為抽出し、5,678名の有効回答(反応率

78.7％)が得られ、以下のように解析(抜粋)しました。（詳細は、日医ホームペ

ージ http://www.med.or.jp/nichiionline/article/004947.html)

●日医会員の喫煙率は、男性医師(2000年27.1%→2016年10.9%)、女性医師(同6.8%→2.4%)。

喫煙率の減少は、男性医師ではほぼ全年齢、全診療科で観察。男性医師では喫煙率の最多

は泌尿器科(17.5%)で、耳鼻咽喉科(15.3%)、精神科(14.3%)と続き、一方、最低は呼吸器科

(3.5%)で、次が循環器科(8.4%)、小児科(8.7%)など。男性医師の喫煙に関する要因は、飲

酒習慣、運動習慣、メンタルヘルス、不幸せ感・日常生活満足度。

●禁煙指導における障害は、「時間がかかる」(男性医師51.8%、女性医師48.7%)、「カウン

セリングが診療報酬で保証されていない」(同23.4%、同22.2%)、「患者が初めから指導を

拒否している」(同17.5%、同28.8%)、「喫煙問題について十分な教育を受けていない」(同

12.4%、同18.1%)など。

【 お知らせ 】 助成金の申請等の勧誘について(注意喚起)

秋田県医師会より、標記に関する注意喚起がありました。最近、助成金事

務局または株式会社○○等と称する企業が秋田県内の医療機関に対し「厚生

労働省推奨」として雇用関係の助成金の案内をＦＡＸ等で送付しているよう

です。厚労省所管の助成金などの申請代行を請け負って、手数料を受け取る

ビジネスと思われます。厚労省では「厚生労働省推奨」という表現に対して、法規制や指導

を行うことは難しいとのことです。しかし、同省が当該企業の申請代行業務を推奨している

かのような誤解を与える恐れがあるともいえます。

勧誘ビジネスの中には問題事例もありうると考えられますので、企業などから何らかの勧

誘があった場合は、関係行政機関へ確認するなど適切な対応をお願いいたします。

【 会 員 の 異 動 】
区分 氏 名 前 勤 務 先 等 異 動 先 等 所 属 班
退会 池 田 毅 自宅会員 H29.1.31 土 崎 中 央 班

〃 高 橋 堅 一 高橋眼科医院 H29.2.28 保 戸 野 班

異動 豊 田 堯 秋田東病院 H29.2.1 自宅会員 保 戸 野 班

入会 柴 田 敬 一 中通総合病院 H29.1.1 中通総合病院 中 通 病 院 班

【３月 行 事 予 定】
２(木) 第９回理事会運営会議(18:30) 14(火) 第２回福祉厚生委員会(19:00)

自殺予防対策研修会(19:00 県医会館) 15(水) 第３回認知症予防対策研修会

３(金) 秋田看護学校卒業式 (19:00 秋田市老人福祉センター)

(13:30 秋田キャッスルホテル) 17(金) 第１回財務委員会(19:00)

第12回会報編集委員会(18:45) 23(木) 第21回理事会(18:30)

９(木) 第20回理事会(18:30) 29(水) 第１回側わん症小委員会(19:00)
12(日) 秋田看護学校後期入学試験

(9:00 看護学校)


